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市
長
お
よ
び
市
職
員
が
各
地
域
公

民
館
な
ど
に
出
向
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
や
提
言
を
お
聴
き
す
る

「
市
政
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
ま
で
実
施
し
て
い

た
「
市
長
と
語
る
対
話
集
会
」
を
見

直
し
た
も
の
で
、
平
成
23
年
7
月
か

ら
平
成
24
年
3
月
ま
で
計
18
回
開
催

し
、
４
９
５
人
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
人
口

減
少
問
題
、防
災
、ま
ち
の
活
性
化
、

環
境
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
る
意
見

や
提
言
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
や

提
言
は
、
市
長
お
よ
び
各
担
当
課
が

内
容
を
確
認
し
、
今
後
の
市
政
運
営

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
市
政
に
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
政
運
営
の
基
本
と

な
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
声
」
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
・
提
言
の
う
ち
、
い
く
つ

か
を
紹
介
し
ま
す
。

を
開
催
し
ま
し
た

平
成
23
年
度

市
政
懇
談
会

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
！

参加状況
開催日 対象 場所 参加者（人） うち公募市民（人）

1 平成23年 7 月22日（金） 行田市老人クラブ連合会 みらい 22 ―

2 平成23年 7 月26日（火） 行田市老人クラブ連合会 グリーンアリーナ 19 ―

3 平成23年 8 月19日（金） 忍地区 みらい 43 21

4 平成23年 9 月16日（金） 行田市自治会女性部 みらい 27 ―

5 平成23年 9 月22日（木） 行田地区 商工センター 28 16

6 平成23年10月13日（木） 佐間地区 佐間公民館 27 13

7 平成23年10月15日（土） 持田地区 持田公民館 31 12

8 平成23年11月 1 日（火） 長野地区 長野公民館 35 14

9 平成23年11月 2 日（水） 星河地区 星河公民館 36 17

10 平成23年11月18日（金） 須加地区 須加公民館 28 13

11 平成23年11月25日（金） 荒木地区 荒木公民館 34 19

12 平成23年12月10日（土） 北河原地区 北河原公民館 27 18

13 平成24年 1 月12日（木） 埼玉地区 埼玉公民館 30 11

14 平成24年 1 月21日（土） 星宮地区 星宮公民館 19 11

15 平成24年 2 月 4 日（土） 太井地区 太井公民館 11 1

16 平成24年 2 月21日（火） 下忍地区 下忍公民館 20 14

17 平成24年 3 月10日（土） 南河原地区 南河原公民館 21 10

18 平成24年 3 月16日（金） 太田地区 太田公民館 37 21

合　　　　　　計 495 211

＊昨年度は、11回開催、出席者は302人
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市
政
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
に
対
す
る
疑
問
や
意
見
・
要

望
な
ど
を
、
直
接
お
聴
き
す
る
こ
と

が
で
き
る
大
切
な
機
会
で
す
。

　
平
成
24
年
度
も
開
催
す
る
予
定
で

す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の

声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
広
報
広
聴
課
広
報

広
聴
担
当
（
内
線
3
1
8
）

　

行
田
市
の
人
口
が
ど
ん

ど
ん
減
っ
て
い
る
。「
ど
う

し
て
行
田
に
住
ま
な
い
の
か
」
と
い

う
問
題
に
、
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
人
口
の
減
少
は
、
地
域
の

力
を
低
下
さ
せ
る
大
変
な
問

題
で
す
。
市
で
は
、「
行
田
に
住
み
た

い
」
と
思
っ
て
い
け
だ
け
る
よ
う
、

環
境
に
や
さ
し
い
「
行
田
エ
コ
タ
ウ

ン
」
の
創
出
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

施
策
に
取
り
組
み
、
行
田
の
魅
力
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
健
康
づ
く
り
事
業
や
子
育

て
施
策
の
拡
充
な
ど
を
積
極
的
に
行

い
、「
子
育
て
す
る
な
ら
行
田
」「
第

二
の
人
生
を
歩
む
の
な
ら
行
田
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
ち
に
「
に
ぎ
わ
い
」
が

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
る
。
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
対
策
は
し
て
い
る
の
か
。

　
行
田
の
見
ど
こ
ろ
の
紹
介

や
、
特
産
品
な
ど
の
紹
介
・

販
売
を
行
う
観
光
情
報
館
「
ぶ
ら
っ

と
♪
ぎ
ょ
う
だ
」
が
商
工
セ
ン
タ
ー

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
市
で
は
、

同
館
を
拠
点
に
、
行
田
に
お
越
し
い

た
だ
い
た
方
を
商
店
街
に
誘
導
す
る

こ
と
で
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
11
月
に
は
、映
画「
の
ぼ

う
の
城
」
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
行
田

市
観
光
Ｐ
Ｒ
隊「
忍
城
お
も
て
な
し

甲
冑
隊
」に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
や
、映
画

公
開
に
併
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
官
民
一

体
と
な
っ
て
行
い
、「
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
行
田
」
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送

が
聞
き
取
り
に
く
い
。
市
内

全
域
に
放
送
内
容
が
伝
わ
る
よ
う
対

応
し
て
ほ
し
い
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、「
防

災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り
に

く
い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
は
、
風
向
き
や
天

候
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
向
き
な
ど
に
よ

っ
て
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
設
備
の
劣
化
も
進
ん

で
い
ま
す
の
で
、平
成
24
年
度
か
ら
、

音
達
調
査
を
実
施
し
、
設
備
の
改
修

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話

に
よ
る
音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス
（
☎

5
5
6
―
1
1
7
7
）
で
放
送
内
容

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

避
難
所
は
市
内
に
何
カ

所
あ
り
、
何
人
収
容
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
食
料
や
水
、
毛
布
な

ど
の
生
活
必
需
品
は
ど
こ
に
備
蓄
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
小
・
中
学
校
や
公
民
館
な

ど
54
カ
所
を
避
難
所
と
し
て

指
定
し
て
お
り
、
2
万
4
千
5
0
0

人
の
収
容
が
可
能
で
す
（
平
成
24
年

3
月
末
現
在
）。

　
ま
た
、
1
万
1
千
4
0
0
人
が
被

災
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
地
域
防
災

計
画
を
基
に
、
生
活
必
需
品
な
ど
の

配
備
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
備
蓄
品
は
、
小
・
中
学
校
お

よ
び
総
合
公
園
な
ど
27
カ
所
の
防
災

備
蓄
倉
庫
に
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
、
備
蓄
品
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

人
口
減
少
問
題

ま
ち
の
活
性
化

防
災
行
政
無
線

避
難
所

声

声

声

声
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「市長への手紙」をご利用ください「市長への手紙」をご利用ください
　本市では、市民の皆さんと一緒に住みよいまちづくりを進めるため、皆
さんの声をお聴きする「市長への手紙」制度を実施しています。皆さんか
らいただいたご意見やご提言は、市長および各担当課に伝え、できること
から市政に反映させます。
　「市長への手紙」は、専用はがき、電子メール、封書などでご意見をお寄
せいただけます。ぜひ、皆さんの「声」をお聴きかせください。
▶「市長への手紙」専用はがき設置場所
　市役所案内、南河原支所、各地域公民館、図書館などの公共施設


